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1知財本部における
インキュベーション事業への取り組みについて
　ドラッカーは、企業成長が、新しい顧客を創造するための
イノベーションに依存すると指摘しました。失われた10年
と呼ばれるわが国経済の低迷を振りかえると、いくつかの
萌芽が見られるとはいえ、イノベーションの欠漏がこの低迷
の本質的な原因であったように思われます。
時代が要請する大学発ベンチャー
　イノベーションを渇望する時代背景のなかで、クリス
テンセンの「イノベーションのジレンマ』（邦訳、翔泳社、
2001年）がベストセラーになりました。このなかで彼は、
既存の技術体系を破壊するようなイノベーションの価値を論
じ、さらに、この破壊的イノベーションの担い手の大半が、
ベンチャービジネスであることを明らかにしました。
　この指摘は、われわれを大いに勇気づけるものです。大学
における研究は、既存技術の改良というよりも、抜本的な技
術開発を志向しているからです。われわれの研究活動の意味
を再認識するとともに、いわゆる大学発ベンチャーといった
試みに対する時代の要請を思惟させられます。
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時代の要請
破壊的イノベーションの創出
打破
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起業の拠点の提供
　社会連携促進知財本部では、大学発ベンチャー支援するた
めの直接的な活動を行っています。その活動の中核にあるの
がインキュベーションセンターです。インキュベーションセ
ンターでは、アカデミーコモンの7階に10室のラボ、会議室、
交流サロンを設置し、低廉な費用で貸し出しを行っています。
さらに、専門家によるアドバイスなどの起業に向けてのサー
ビスを提供しています。
　本学の教職員および学生は、一定の条件を満たせばイン
キュベーションセンターの利用ができまず。とくに起業のた
めに拠点が必要なときには、ラボを利用するといいでしょう。
第1回入居者募集においては8件の応募があり、そのうち
次の5件が採択されました。
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大学での研究
抜本的技術開発
建築廃棄物の低環境負荷・高付加価値型再資源化技術開発
　理工学部・小山明男専任講師
VolP技術の応用
政治経済学部・安藏伸治教授
地方分権時代のまちづくり支援システムとツール開発
　理工学部・小林正美教授
中国進出日系中小企業の経営、人的資源管理
　経営学部・根本孝教授
画像処理のための超小型PCクラスタマルチCPUマシーンの開発
　理工学部・小野治教授
　現在、本年度の第二次募集が行われています。明治大学と
いうプランドと優れた立地、知財本部の支援を求める方に
応募をお勧めしたいと思います。
